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報道から見る郵便局の「改革」 資料 
 
資料１ JR 北海道・近年の事故等 
2011 年 5 月 27 日 石勝線「スーパーおおぞら」、トンネル内で脱線全焼 
2011 年 6 月 6 日 室蘭本線「スーパー北斗」、潤滑油漏れ白煙 
2012 年 9 月 21 日 石勝線「スーパーおおぞら」、配線ショートで発火 
2013 年 3 月 24 日 函館本線「北斗」、床下から発煙 
2013 年 4 月 8 日 函館本線「北斗」、エンジン発火 
2013 年 5 月 5 日 函館本線「スーパーカムイ」、車軸付近で出火 
2013 年 7 月 6 日 函館本線「北斗」、エンジン出火 
2013 年 7 月 15 日 千歳線「スーパーおおぞら」、配電盤出火 
2013 年 7 月 22 日 根室本線「スーパーとかち」、潤滑油漏れ 
2013 年 7 月 30 日 運転士、覚せい剤使用容疑で逮捕 
2013 年 8 月 9 日 函館本線、集中豪雨で地盤流出 
2013 年 8 月 17 日 函館本線、8 月 9 日と同じ箇所で地盤流出、貨物列車脱線 
2013 年 9 月 7 日 函館本線「北斗星」、運転手が ATS 壊す 
2013 年 9 月 19 日 函館本線、レール幅異常を１年間放置で貨物列車脱線 
＊87 年の分割民営化当時、社員 1 万 4000 人→現在 7100 人、特に 40 歳代が異常に少ない 
 
資料２ 郵政民営化の経緯 
Wikipedia より 
1996 年 第 1 次橋本内閣「行政改革会議」で中央省庁再編の議論 
1997 年 8 月 中間報告で郵政民営化が初めて政府報告に 

ただし、最終報告では郵政三事業は国営を維持、国家公務員の公社とする 
1995 年 5 月 超党派「郵政民営化研究会」 会長：小泉純一郎 事務局長：松沢成文 
2001 年 1 月 中央省庁再編で郵政省→総務省（郵政企画管理局・郵政事業庁） 
2003 年 4 月 郵政事業庁→特殊法人・日本郵政公社発足 
2005 年 7 月 郵政民営化関連法案、衆議院で可決（5 票差） 
2005 年 8 月 法案、参議院で否決（多数の自民党議員が造反）→郵政解散 
2005 年 10 月 郵政関連法案、可決・成立 
2007 年 8 月 民主・国民新・社民が「郵政民営化凍結法案」提出（１年凍結）→廃案 
2007 年 10 月 日本郵政グループ発足 ―郵政民営化― 

日本郵政＋郵便局、郵便事業、ゆうちょ銀行、かんぽ生命保険の 5 社体制 
2007 年 国民新・社民・民主「郵政民営化凍結法案」再度提出（株式売却３年凍結） 
2008 年 12 月 →衆院与党の反対多数で否決 
2009 年 2 月 麻生の「賛成でなかった」発言。 
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2009 年 8 月 民主、社民、国民新、総選挙の共通政策として郵政民営化見直し 
2009 年 12 月 郵政株売却凍結法案、可決・成立→ゆうちょ銀行、かんぽの株式上場・売

却は凍結 
2010 年 4 月 郵政改革関連 3 法案閣議決定。郵便事業会社＋郵便局会社の合併案 

→5 社体制から 3 社体制とする案 
2010 年 5 月 20 万人の非正規社員のうち、6 万 5000 人を正社員として採用すると発表 
2011 年 10 月 郵便事業＋郵便局→日本郵政 
2012 年 4 月 郵政民営化法改正案可決・成立 
2012 年 10 月 郵便事業＋郵便局→日本郵便株式会社（4 社体制） 
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資料３ トヨタ方式ＪＰＳの「神話崩壊」（2006 年 6 月／マガジンＸ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「年末に向け郵便物の取扱量は増えているのに、残業時間は変わっていない」 
 
資料４ 「『郵便局』を信じるな！」（2007 年 12 月 22 日／週刊ダイヤモンド） 
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資料５ 「『郵便局』を信じるな！」（2007 年 12 月 22 日／週刊ダイヤモンド） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料６ 「『ゆうメイト』の悲哀」（2007 年 10 月 6 日／週刊東洋経済） 
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資料７ 「過労死・自殺が相次ぐ現場は懲罰地獄」（2009 年 10 月 2 日／週刊

金曜日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料８ 「民間企業化とは恐怖経営の徹底か」（2007 年 9 月 28 日／週刊金曜

日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料９ 「コスト削減１０００億円の現場」（2007 年 12 月／LOGI-BIZ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


